
 

日
本
共
産
党
福
山
市
議
団
は
、
市
民
運
動
と
力
を
合
わ
せ
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
切
実
な
願
い
実
現
の
た
め
、

９
月
定
例
市
議
会
で
力
を
つ
く
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
く
つ
か
の
貴
重
な
成
果
も
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
ご

報
告
し
ま
す
。
本
会
議
の
代
表
質
問
に
は
今
回
、
式
部
昌
子
議
員
が
立
ち
ま
し
た
。 

高
齢
者
医
療
制
度
の
改
善
を

市
に
求
め
る
医
療
団
体
の
人

た
ち
と
共
産
党
市
議
団
（
中

央
奥
４
名
）
＝
８
月
26
日 
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介
護
現
場
で
は
、
労
働
者
の
過
酷
な
労
働
条
件
と
低

賃
金
が
深
刻
で
す
。
人
材
不
足
も
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
来
年
４
月
に
は
制
度
の
「
見
直
し
」
を
迎
え
、

介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
今
の
ま
ま
介
護
報
酬
を
引
き
上
げ
る
と
、

保
険
料
の
引
き
上
げ
に
跳
ね
返
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
な
い
た
め
に
は
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
介

護
保
険
制
度
へ
の
支
出
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
す
。 

式
部
議
員
は
、
県
内
で
３
番
目
に
高
い
福
山
市
の
介

護
保
険
料
を
引
き
下
げ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
市
長
は

「
高
齢
者
の
生
活
実
態
に
配
慮
し
た
保
険
料
と
な
る

よ
う
検
討
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

福
山
市
は
こ
れ
ま
で
、
国
保
税
が
高
す

ぎ
て
払
え
な
く
な
っ
た
人
か
ら
保
険
証

を
取
り
上
げ
、
資
格
証
明
書
を
発
行
し
て

き
ま
し
た
。
資
格
証
で
は
医
療
費
を
窓
口

で
い
っ
た
ん
全
額
支
払
わ
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。 

式
部
議
員
は
、
「
医
療
を
受
け
る
権
利

を
奪
い
、
命
に
か
か
わ
る
重
大
な
問
題
」

と
指
摘
し
、
資
格
証
明
書
の
発
行
中
止
を

求
め
ま
し
た
。 

年
齢
で
医
療
を
差
別
し
、
高
い
保
険
料
を
年

金
か
ら
強
制
天
引
き
す
る
制
度
は
廃
止
す
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。 

同
じ
年
金
収
入
で
保
険
料
が
十
三
倍
も
違
う

ケ
ー
ス
を
独
自
調
査
で
明
ら
か
に
し
、
制
度
上

の
矛
盾
を
指
摘
。
高
齢
者
二
人
世
帯
の
収
入
が

同
じ
年
間
三
百
二
万
円
で
、
Ａ
さ
ん
世
帯
は
十

五
万
七
千
円
、
Ｂ
さ
ん
世
帯
は
一
万
二
千
円
で

し
た
。 

式
部
議
員
は
、
低
所
得
者
へ
の
市
独
自
の
負

担
軽
減
策
の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
重
度
心
身
障
害
者
が
新
制
度
へ
の
加

入
に
よ
ら
ず
医
療
費
助
成
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、「
二
億
円
で
可
能
」
と
財
源

を
示
し
、
高
齢
障
害
者
の
医
療
費
助
成
制
度
の

拡
充
を
求
め
ま
し
た
。 

 

国保証取り上げの中止、国保税引き下
げを市に求める市民団体のみなさんと
党市議団（右側）＝９月 10日 

市長は今議会、国の基準によ

る国保税の軽減措置を受けてい

る世帯には資格証を発行しない

方針を打ち出し、式部議員の質

問に、「今後、資格証明書は発

行しないという考えを基本に、

…検討する」と答えました。 

土
屋
議
員 

「
高
齢
者
の
生
活
実
態
に
配
慮
し
た

保
険
料
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
か
？ 

 

介
護
保
険
課
長 

基
金
を
取
り
崩
し
て
繰
り
入
れ
、

保
険
料
は
マ
イ
ナ
ス
（
引
き
下
げ
）
と
な
り
ま
す
。 

保
健
福
祉
部
長 

介
護
報
酬
は
、
介
護
労
働
者
の

処
遇
改
善
の
観
点
か
ら
、
国
は
報
酬
ア
ッ
プ
を
考

え
て
い
ま
す
。 

http://www.f-jcp.com/


中
小
業
者
の
支
援
策
拡
充
を

求
め
る
福
山
民
商
の
人
た
ち

と
共
産
党
市
議
団
（
左
列
奥
）

＝
８
月
１
日 

  

は
７
割
増
の
１
１
７
円
な
ど
、
あ
い
つ
ぐ
高
騰
で
す
。

あ
る
鉄
鋼
業
者
の
方
は
「
材
料
代
が
昨
年
の
２
割
増
に

な
っ
た
が
、
お
客
に
は
値
上
が
り
分
を
請
求
で
き
な

い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
公
共
事
業
資
材
に
対
す
る

単
品
ス
ラ
イ
ド
の
適
応
対
象
拡
大
や
、
市
独
自
の
緊
急

助
成
、
融
資
制
度
な
ど
を
強
く
求
め
て
い
ま
す
。 

汚
染
米
問
題
が
国
民
に
不
安
と
怒
り
を
広
げ
て

い
ま
す
。
汚
染
米
の
８
割
は
輸
入
米
で
す
。
問
題

の
根
底
に
、
コ
メ
輸
入
自
由
化
が
あ
り
ま
す
。 

式
部
議
員
は
、「
国
内
で
自
給
で
き
る
米
の
輸
入

は
取
り
や
め
る
こ
と
を
、
政
府
に
強
く
要
請
し
て

く
だ
さ
い
」
と
市
に
求
め
ま
し
た
。 

 

世
界
的
な
食
料
不
安
の
な
か
、
日
本
の
農
業
を

再
生
す
る
こ
と
は
急
務
で
す
。 

新
規
就
農
者
へ
の
支
援
制
度
（
月
15
万
円
を
３

年
間
支
給
）
や
、
職
場
定
年
後
の
就
農
者
支
援
制

度
を
創
設
す
る
な
ど
、
市
独
自
の
農
業
振
興
策
の

充
実
を
求
め
ま
し
た
。 

は
、
下
水
道
が
雨
水
と
汚
水
を
い
っ

し
ょ
に
処
理
す
る
「
合
流
式
」
の
ま

ま
に
な
っ
て
お
り
、
冠
水
の
原
因
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。
分
流
式
下
水
道

へ
の
改
善
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
質
問

し
、
促
進
を
要
望
。 

南
蔵
王
町
、
春
日
町
、
東
深
津
町
、

引
野
町
な
ど
市
東
部
地
域
で
は
、
こ

の
夏
の
豪
雨
で
３
度
と
も
浸
水
･
冠

水
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
手
城

川
流
域
の
拡
幅
、
多
目
的
遊
水
池
の

設
置
を
緊
急
に
行
う
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。 

 

 

市
内
で
は
、
昨
年
よ

り
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
溶
剤
は
３
割
増
の
リ
ッ

タ
ー

当
り
２
０
７
円
、
重
油

原
料
・
資
材
高
騰
が
中
小
業
者
の
営
業
を
圧
迫
。 

業
者
の
切
実
な
実
態
を
示
し
、
市
独
自
の
緊
急

支
援
策
の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。 

下
げ
な
ど
を
計
画
的
に
す
す
め
る

と
と
も
に
、
さ
ら
に
多
様
な
豪
雨
・

渇
水
対
策
が
必
要
で
す
。 

 

事
業
所
や
家
庭
で
の
雨
水
貯
留

槽
の
設
置
を
促
進
す
る
補
助
制
度

の
創
設
、
道
路
・
駐
車
場
の
透
水
舗

装
化
、
多
目
的
遊
水
池
の
確
保
な

ど
、
雨
水
を
蓄
え
活
用
し
て
い
く
ま

ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

予
算
委
員
会
で
提
案
し
ま
し
た
。 

床
下
浸
水
し
た
被
災

者
か
ら
要
望
を
聞
く

村
井
議
員
＝
９
月

21
日
、
春
日
町 

 

水
田
が
急
速
に
宅
地
化
さ
れ
て

い
る
市
東
部
地
域
で
は
浸
水
・
冠
水

が
起
き
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

春
日
池
や
手
城
川
の
整
備
、
掘
り

党
市
議
団
は
長
年
、
少
人
数
学

級
の
実
現
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

式
部
議
員
は
、
年
次
計
画
の
具
体

化
に
つ
い
て
質
問
。 

少
人
数
学
級
の
実
施
は
正
規
採

用
教
職
員
で
対
応
す
る
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。 

 

福
山
市
で
は
７
月
か
ら
９
月
の
３

カ
月
間
に
３
度
の
突
発
的
豪
雨
が
発

生
し
、
床
上
・
床
下
浸
水
、
道
路
冠

水
、
が
け
崩
れ
な
ど
各
地
で
被
害
が

起
き
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
市
議
団
は
当
日
、
被

災
地
域
の
住
民
か
ら
被
害
の
実
態
や

要
望
を
聞
い
て
回
り
ま
し
た
。 

式
部
議
員
は
、
災
害
時
の
迅
速
な

対
応
、
排
水
路
の
総
点
検
・
改
善
、

町
内
会
等
と
連
携
し
た
水
防
資
機
材

の
常
備
・
常
設
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。 

草
戸
町
や
野
上
町
等
の
地
域
で

「
小
学
校
１
年
生
か
ら
中
学
校

１
年
生
ま
で
の
各
学
年
へ
、
35

人
を
基
本
に
本
市
の
実
態
に
即

し
た
少
人
数
学
級
の
段
階
的
な

導
入
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
」 

（
市
長
９
月
議
会
・
総
体
説
明
） 

少
人
数
学
級
の
実
現

へ
長
年
、
父
母
、
教

育
関
係
者
ら
と
運

動
、
市
に
要
望
し
て

き
ま
し
た
。 


